
支給労働者
一人平均支給額

前年比
平均

支給月数
支給事業
所数比率

支給労働
者数比率

円 ％ か月分 ％ ％

359,521 1.4 1.20 78.4 79.9

421,503 △ 25.8 1.39 72.6 74.9

483,358 △ 0.3 1.42 81.5 82.7

723,056 △ 5.0 1.85 100.0 100.0

490,969 △ 28.4 1.71 77.9 70.7

331,673 29.1 1.15 61.2 80.3

160,835 18.1 0.90 77.1 76.0

466,011 2.0 1.44 98.1 95.2

396,581 － 0.94 100.0 100.0

673,117 35.0 2.05 96.6 94.3

18,688 △ 46.5 0.24 59.8 63.4

75,163 △ 6.7 0.54 100.0 100.0

586,056 △ 4.9 1.72 97.6 86.6

302,953 7.6 1.18 70.0 77.9

382,133 △ 4.4 1.46 100.0 100.0

212,965 16.2 0.90 79.8 76.7

（注）

複合サービス事業

電気・ガス業

情報通信業

運輸業，郵便業

製造業

不動産業・物品賃貸業

１「支給労働者一人平均支給額」とは、賞与を支給した事業所の全常用労働者（当該事業所で賞与の支給を受
　けていない労働者も含む）についての一人平均支給額である。

２「平均支給月数」とは、賞与を支給した事業所における賞与の所定内給与に対する割合を単純平均したもの
  である。

３「支給事業所数比率」とは、事業所総数に対する賞与を支給した事業所数の割合である。

４「支給労働者数比率」とは、常用労働者総数に対する賞与を支給した事業所の全常用労働者数（当該事業所
　で賞与の支給を受けていない労働者も含む）の割合である。

５「事業所規模30人以上」の事業所は、平成31年1月に約半数の事業所が抽出替えされている。

【特別掲載】令和元年夏季賞与の支給状況(事業所規模30人以上)

（１）概要

（２）産業別支給状況

　この調査結果は、令和元年6月から令和元年8月の「特別給与」のうち、賞与として支給された給与を抜
き出して特別に集計したものである。

　調査産業計の一人平均賞与支給額は359,521円で、前年に比べると1.4％の増加であった。平均支給

月数は1.20か月分、支給事業所数比率は78.4％、支給労働者数比率は79.9％であった。

金融業，保険業

飲食サービス業等

《産業別１人平均賞与支給額等の状況》

生活関連サービス等

その他のサービス業

産業

調査産業計

建設業

　産業別の賞与支給状況をみると、「電気・ガス業」(723,056円)を最高に、以下、「学術研究等」

（673,117円）、「教育・学習支援業」（586,056円）、「情報通信業」(490,969円)、と続いてい

る。

医療，福祉

学術研究等

教育，学習支援業

卸売業，小売業
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